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C O N T E N T S
　■「公共下水道」をご利用ください

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■町長だより

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー　

 湯のまちしらはまおどり
 ～浜通りや会場がおおいににぎわいました～
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～
み
ん
な
で
守
る　

こ
の
美
し
い
自
然
環
境
～

『
公
共
下
水
道
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

私
た
ち
の
生
活
水
準
が
向
上
す
る
に
つ
れ
、
生
活
排
水
が
増
え
て
、
海
や
川
の
水
質
汚
染
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

　

白
浜
町
で
は
、
皆
さ
ん
の
住
環
境
を
快
適
に
し
、
す
ば
ら
し
い
白
浜
の
海
を
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
公
共
下
水
道
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
は
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
か
ら
流
さ
れ
る
し
尿
や
雑
排
水
な
ど
を
集
め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に

戻
し
て
か
ら
海
や
川
へ
流
す
も
の
で
す
。

　

現
在
で
は
、
白
浜
地
域
の
瀬
戸
・
白
浜
・
湯
崎
・
東
白
浜
地
区
の
一
部
、
約
１
１
５
ha
で
公
共
下
水
道
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
人
か
ら
大
切
に
受
け
継
い
で
き
た
美
し
い
自
然
環
境
を

　
　
　
　
　
　
　

私
た
ち
自
ら
の
手
で
汚
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

単
独
浄
化
槽
を
利
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で
は
、
台
所
や
お
風
呂
、
洗
濯
な
ど
の
生
活
雑
排
水

は
そ
の
ま
ま
溝
へ
流
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
美
し
い
白
浜
の
海
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

使
っ
て
汚
し
た
水
を
元
ど
お
り
き
れ
い
な
水
に
し
て
自
然
に
返
す
の
は
、
私
た
ち
の
役
割
で
す
。

　

公
共
下
水
道
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
公
共
下
水

道
へ
の
つ
な
ぎ
込
み
が
遅
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
自
然
の
回
復
力
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
美
し

い
自
然
環
境
を
将
来
に
残
し
て
い
く
た
め
に
も
、
利
用
開
始
区
域
の
皆
さ
ん
は
、
一
日
も
早
く
排

水
設
備
の
改
造
工
事
を
行
い
、
公
共
下
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

この美しい白浜の海を守れるのは、

                                  あなたです。
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公
共
下
水
道
を

　
　

利
用
す
る
と
・
・
・

【
く
み
取
り
便
所
で
は
】

・
悪
臭
が
な
く
な
り
快
適
で
す
。

・
し
尿
を
溜
め
な
い
の
で
衛
生
的

で
す
。

・
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
用
で

き
ま
す
。

【
浄
化
槽
の
場
合
で
は
】

・
浄
化
槽
の
点
検
、
検
査
、
清
掃

が
不
要
に
な
り
ま
す
。

・
浄
化
槽
か
ら
の
悪
臭
が
な
く
な

り
ま
す
。

・
浄
化
槽
の
故
障
や
耐
用
年
数
の

問
題
が
解
決
さ
れ
ま
す
。

【
町
全
体
で
は
】

・
清
潔
な
町
に
な
り
ま
す
。（
汚

い
ド
ブ
が
な
く
な
り
、
悪
臭
が
解

消
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
蚊
や
ハ
エ

の
発
生
が
少
な
く
な
り
ま
す
）

・
美
し
い
環
境
を
守
り
ま
す
。（
汚

水
を
処
理
場
で
す
み
や
か
に
処
理

す
る
の
で
、
川
や
海
の
水
質
汚
濁

を
防
止
し
、
美
し
い
自
然
環
境
を

守
り
ま
す
）

指定工事店 所在地 電話番号
 ( 株 ) 金子水道工業所  白浜町 3118-6 42-2457
 中央設備 ( 株 )  白浜町 1472-2 42-5088
 薗田工業所  白浜町 1175-8 42-3722
 中野水道工業所  白浜町 278 42-2225
 神原水道工業所  白浜町 1065-11 42-2903
 ( 株 ) 白浜試錐  白浜町 2302 42-4728
 フルクボ水道  白浜町 1335-56 42-2538
 伊藤建設  白浜町 1074-2 43-2089
 ( 有 ) かたた水道土木工業所  白浜町堅田 992-4 45-1286
 太陽熱学工業 ( 株 )  白浜町堅田 2500-417 43-5011
 白浜住設工業 ( 株 )  白浜町堅田 2497-119 43-2118
 カツラギ綜合建材白浜営業所  白浜町堅田 2399-1128 43-7865
 ( 株 ) 平建設白浜営業所  白浜町堅田 375-5 45-3374
 大末サービス ( 株 ) 紀南事業部  白浜町堅田 2399-447 42-3420
 ( 株 ) イワコー  白浜町堅田 2039-2 42-3354
 ( 株 ) 紀の国設備白浜営業所  白浜町富田 1000-2 45-1380
 ( 有 ) 本田設備  白浜町富田 950-6 45-0065
 ( 有 ) ワークス  白浜町才野 90-5 45-2502
 ( 有 ) シーライフ  白浜町平 1306 45-1599
 福田水道店  白浜町内ノ川 778-2 45-2184
 鈴木配管工業所  白浜町内ノ川 702 45-0098
 ( 有 ) 熊野設備  白浜町内ノ川 347-3 45-3461
 スイシン設備  白浜町内ノ川 56-1 45-3878
 ( 有 ) 野中建材  白浜町矢田 221-1 52-2528
 ( 株 ) 日置川建設  白浜町日置 1212-1 52-3427
 南戸水道店  白浜町日置 318-1 52-3684
 内川水道  白浜町日置 282-1 52-3431
 柏木組  白浜町日置 162-11 52-3346

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日

　

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で

す
。
下
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
今

年
は
『
下
水
道　

生
き
も
の
す
べ

て
の　

い
の
ち
の
わ
』
を
推
進
標

語
に
全
国
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

白
浜
町
で
も
、
下
水
道
の
日
を

中
心
に
、
啓
発
活
動
や
供
用
開
始

区
域
で
の
戸
別
訪
問
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
町
内
の
小
学
校

４
年
生
が
施
設
を
社
会
見
学
し

て
、
水
や
自
然
の
大
切
さ
を
学
習

し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
も
、
お
気
軽
に

施
設
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

排水設備指定工事店一覧表 　

排
水
設
備
の
改
造
工
事
は
、
町

指
定
の
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
町
は
、
指
定
工
事
店

に
対
し
て
排
水
設
備
設
置
の
基
準

等
の
指
導
を
行
い
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
し
、
工
事
を
発
注

し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
に
工
事
を
依
頼
し

ま
す
と
、
町
へ
の
申
請
手
続
き
は

工
事
店
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
。

【
改
造
工
事
に
対
す
る
補
助
制
度
】

◆
利
子
補
給
制
度

　

一
般
家
庭
や
個
人
商
店
の
場

合
、
改
造
資
金
の
金
融
機
関
か
ら

の
融
資
額
（
限
度
額
50
万
円
）
の

利
子
を
全
額
町
が
補
給
す
る
も

　

  

排
水
設
備
工
事
は
町
指
定
工
事
店
で
！

【施設を見学する小学生】

の
で
す
。（
会
社
、
旅
館
等
は
利

子
の
１
％
分
を
補
給
、
限
度
額

５
０
０
万
円
）

◎
公
共
下
水
道
の
こ
と
は
、
役

場
上
下
水
道
課
（
☎
４
５
ー

２
０
０
０
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（順不同）
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お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，３８０人
　　　　　　（先月比　ー２５人）

　　　　男　　１０，９０２人
　　　　　　（先月比　－１４人）

　　　　女　　１２，４７８人
　　　　　　（先月比　ー１１人）

　世帯数　　１１，１４１世帯
　　　　　　（先月比　＋１２世帯）

※平成２３年８月１日現在

防
災
に
関
す
る
出
前
講
座

　

白
浜
町
で
は
、
近
い
将
来
発
生

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
東

海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
と
そ
の

防
災
対
策
を
テ
ー
マ
に
出
前
講
座

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
地
震
や
津
波

に
関
す
る
基
礎
知
識
、
津
波
か
ら

の
避
難
の
心
得
、
ご
家
庭
で
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
日
頃
か
ら

の
備
え
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

自
治
会
や
各
種
団
体
の
会
合
等

に
お
い
て
防
災
に
関
す
る
講
座
を

ご
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
防
災
対
策
室

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
３

平
成
23
年
度
敬
老
会

　

長
年
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
々

を
尊
び
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た

め
、敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
の
方
々
に
は
、
９
月
初

旬
に
は
が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
。

◆
日
時

　

９
月
15
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
３
時

◆
場
所　

白
浜
会
館
（
阪
田
）

◆
対
象
者

　

町
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
方

（
９
月
１
日
現
在
）

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
記
念
式
典

②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

婦
人
団
体
、
保
育
園
児
に
よ
る

踊
り
や
ダ
ン
ス
・
聖
福
寺
関せ

き

守も
り

住

職
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
歌
コ
ン

サ
ー
ト
」

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

●
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

ワ
ク
チ
ン
）
予
防
接
種
に
つ
い
て

◆
対
象
者

・
第
１
期　

生
後
１
～
２
歳
未
満

児・
第
２
期　

小
学
校
就
学
前
の
幼

児
（
平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成

18
年
４
月
１
日
生
）

・
第
３
期　

中
学
校
１
年
生
相
当

（
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11

年
４
月
１
日
生
）

・
第
４
期　

高
校
３
年
生
相
当（
平

成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４

月
１
日
生
）

　

対
象
者
に
は
、
個
別
通
知
書
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
の
う
え
、

早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
麻

し
ん
、
風
し
ん
に
か
か
ら
な
い
た

め
に
は
、
予
防
接
種
以
外
に
予
防

の
手
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
進
学

や
就
職
時
に
、
接
種
歴
を
確
認
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
接
種
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
二
種
混
合
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

小
学
校
６
年
生
（
平
成
11
年

４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１
日

生
）
を
対
象
と
し
て
、
３
月
末
に

二
種
混
合(

ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風)

予
防
接
種
の
通
知
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
の

う
え
、早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

有料広告募集中！
広報しらはま・白浜町ホームページに

広告を掲載しませんか？
    広告料・広報しらはま        5,000 円／月
　　　    ・町ホームページ 10,000 円／月
　　　　　　　　　　　　   5,000 円／月
■詳しくは役場総務課広報担当まで

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
に
つ
い
て

　

白
浜
町
で
は
、
国
の
方
針
に
基

づ
き
、
次
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
、
助
成
券
や

予
診
票
な
ど
を
添
え
て
個
別
通
知

を
行
っ
て
い
ま
す
（
ヒ
ブ
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
時
に

お
渡
し
し
て
い
ま
す
）
の
で
、
案
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を
均
等
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
予
算

の
範
囲
内
で
奨
励
金
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

◆
申
請
方
法　

　

必
要
書
類
を
整
え
、
地
区
民

生
・
児
童
委
員
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
請
書
に
は
地
区
民
生
・
児
童

委
員
の
所
見
が
必
要
で
す
。民
生
・

児
童
委
員
を
経
由
し
て
教
育
委
員

会
へ
提
出
さ
れ
ま
す
。

◆
提
出
書
類

　

交
付
認
定
申
請
書
、
収
入
申
告

書
、
給
与
等
証
明
書
、
同
居
し
て

い
る
方
の
収
入
証
明
書
、
調
査
に

関
す
る
同
意
書
、
振
り
込
み
口
座

依
頼
書
、
家
賃
・
地
代
証
明
書
、

在
学
証
明
書
等

※
申
請
書
類
は
、
白
浜
町
教
育
委

員
会
お
よ
び
日
置
川
教
育
事
務
所

に
備
え
て
い
ま
す
。
書
類
を
揃
え

て
い
た
だ
く
際
に
時
間
を
要
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

10
月
３
日
（
月
）
～
17
日
（
月
）

※
な
お
、
平
成
23
年
度
に
お
い
て

す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
白
浜
町
教
育
委
員
会
総
務
学
事
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
８
３
０

栄
養
教
室
の
ご
案
内

　
「
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
」

に
つ
い
て
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
痩
せ
る
食

事
の
摂
り
方
、選
び
方
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

◇
９
月
14
日
（
水
）

　

美
之
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
９
月
21
日
（
水
）

　

農
業
研
修
会
館

◇
10
月
28
日
（
金
）

　

日
置
川
拠
点
公
民
館

◆
時
間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
テ
ー
マ

　

健
康
的
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
食

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

県
内
一
斉
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
!!

　

８
月
～
10
月

の
３
カ
月
間
を

強
調
月
間
と
し
て
、
和
歌
山
県
内

一
斉
に
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

か
け
が
え
の
な
い
財
産
「
農

地
」。
農
地
は
国
民
の
食
糧
を
生

産
す
る
基
盤
で
あ
り
、
国
土
保
全

内
文
等
を
ご
確
認
の
う
え
、
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　

中
学
１
年
生
～
高
校
２
年
生

※
た
だ
し
、
高
校
２
年
生
に
つ
い

て
は
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に

接
種
希
望
の
申
込
み
を
さ
れ
た

「
平
成
23
年
度
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
証
明
書
」

を
お
持
ち
の
方
に
限
り
ま
す
。

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

　

生
後
２
カ
月
～
５
歳
未
満
児

・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

生
後
２
カ
月
～
５
歳
未
満
児

◆
助
成
期
間

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

※
高
校
２
年
生
の
方
は
、
９
月
末

ま
で
に
１
回
も
接
種
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
助
成
対
象
外
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
方
法

　

指
定
医
療
機
関
に
て
個
別
接
種

（
各
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
券
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
）

※
一
部
自
己
負

担
あ
り

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

お知らせ INFORMATION

や
景
観
維
持
な
ど
多
面
的
か
つ
公

益
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た

め
、
大
切
に
守
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農
業
委

員
会
で
は
、
農
地
の
無
断
転
用
の

防
止
、
遊
休
農
地
の
把
握
と
解
消

を
図
る
た
め
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
周
辺
の
生
活
環
境

に
悪
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
農
作
物
害
虫
の
発
生
源
に
な

り
ま
す
。
農
地
の
所
有
者
お
よ
び

管
理
者
は
、
草
刈
り
な
ど
を
実
施

し
、
近
隣
の
農
地
や
周
辺
住
民
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
十
分
な

管
理
、防
除
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
資
源
を
次
世
代
へ
つ
な

ぐ
う
え
で
も
、
皆
さ
ん
の
力
で
農

地
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
白
浜
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
４
５
ー
０
０
０
９

平
成
23
年
度
白
浜
町
入
学
就
学

奨
励
金
の
後
期
申
請
受
付
に
つ

い
て

　

こ
の
制
度
は
、
白
浜
町
に
住
所

を
有
す
る
生
活
困
窮
世
帯
（
生
活

保
護
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
家

庭
）
の
高
校
生
に
、
教
育
の
機
会

第
45
回
町
民
体
育
大
会

　

10
月
２
日
、
町
内
各
地
で
16
種

目
の
競
技
が
同
時
に
行
わ
れ
、
日

ご
ろ
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
る

方
々
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま

す
。

◆
総
合
開
会
式

　

10
月
２
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～　

白
浜
球
場
に
て

　
（
雨
天
の
場
合
は
総
合
体
育
館
）

問
白
浜
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
８
３
０

オータムジャンボ発売！

　発売期間は９月２６日（月）

　　　　　　　　　　～１０月１４日（金）

この宝くじの収益金は、
市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます
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（
往
復
は
が
き
）
を
郵
送
し
て
い

た
だ
く
か
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
平
成
24
年
１
月
20

日
ま
で
受
付
）

問
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合

☎
０
７
３
ー
４
２
８
ー
６
６
８
８

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
の
実
施

　

９
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
、
相

談
時
間
を
延
長
す
る
と
と
も
に
、

土
曜
日
お
よ
び
日
曜
日
も
高
齢
者

や
障
害
者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

虐
待
や
い
や
が
ら
せ
、
差
別
な

ど
で
お
困
り
の
高
齢
者
や
障
害
者

の
方
、
周
り
で
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
見
聞
き
し
た
と
い
う
方
は
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
法
務
局
の
職
員
ま
た
は
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内

容
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。
難
し
い

手
続
も
不
要
で
す
。

◆
受
付
時
間

　

９
月
５
日
（
月
）
～
９
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

９
月
10
日
（
土
）・
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

問
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
１
１
０

社
会
生
活
基
本
調
査
の
実
施

　

総
務
省
統
計
局
（
和
歌
山
県
）

で
は
、
10
月
20
日
現
在
で
社
会
生

活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
わ
た
し
た
ち
が

日
々
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕
事

や
学
業
、
家
事
に
費
や
し
て
い
る

か
や
、
過
去
１
年
間
の
自
由
時
間

に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
か

に
つ
い
て
調
査
し
、そ
の
結
果
は
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
推
進
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
男
女
共
同
参

画
社
会
の
形
成
な
ど
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
。

　

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
、
調
査
員
が
調
査
世
帯
に
伺
い

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
調
査

票
に
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

問
和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局

調
査
統
計
課

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
の

ご
案
内

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
保
険

者
で
あ
る
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
健
康
診
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

◆
期
間

　

受
診
券
受
理
の
翌
月
～

　
　
　

平
成
24
年
２
月
29
日（
水
）

◆
場
所

　

健
診
実
施
医
療
機
関
（
受
診
券

と
一
緒
に
送
付
）

◆
対
象
者

　

75
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
上
75

歳
未
満
で
一
定
の
障
害
認
定
を
受

け
ら
れ
た
方
を
含
む
）

◆
費
用　

６
０
０
円

◆
健
康
診
査
内
容
（
健
診
項
目
）

　

問
診
、
身
体
測
定
、
診
察
、
血

圧
測
定
、
血
液
化
学
検
査
、
肝
機

能
検
査
、
血
糖
検
査
、
尿
検
査

※
医
師
の
判
断
に
よ
り
心
電
図
検

査
、
眼
底
検
査
、
貧
血
検
査
を
行

い
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

対
象
者
に
送
付
し
た
申
込
書

お知らせ INFORMATION

☎
０
７
３
ー
４
４
１
ー
２
３
８
８

遊
ん
で
、
学
ぶ
「
楽
し
む
子
育

て
講
座
」

　

普
段
は
主
に
教
職

員
対
象
の
研
修
を
行

っ
て
い
る
和
歌
山
県

教
育
セ
ン
タ
ー
学
び

の
丘
の
所
員
が
実
施
す
る
講
座
で

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◇
９
月
10
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

テ
ー
マ
…
子
ど
も
の
は
な
し
の

き
き
方

　

講
師
…
県
教
育
相
談
課
長

　
　
　
　

木き

村む
ら

正ま
さ

徳の
り

氏

◇
10
月
１
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

テ
ー
マ
…
子
ど
も
の
躾

し
つ
け
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

講
師
…
学
び
の
丘
副
所
長

　
　
　
　

上う
え

野の

晃
あ
き
ら

氏

◆
会
場

　

和
歌
山
県
教
育
セ
ン
タ
ー
学
び

の
丘
（
Ｂ
ｉ
ｇ
・
Ｕ
内
）

◆
対
象

　

就
学
前
の
子
ど
も
・
小
学
生
の

保
護
者

◆
申
込
方
法

　

講
座
の
５
日
前
ま
で
電
話
に
て

受
付
（
定
員
30
人
、
先
着
順
）

問
和
歌
山
県
教
育
セ
ン
タ
ー
学
び

の
丘

☎
０
７
３
９
ー
２
６
ー
３
５
１
１

９
月
は
「
国
際
テ
ロ
の
未
然
防

止
月
間
」
で
す

　

今
年
５
月
、
国
際
テ
ロ
組
織
ア

ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
指
導
者
が
米
軍

の
作
戦
に
よ
り
死
亡
し
、
国
際
テ

ロ
を
巡
る
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
は
、
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
に
よ
り
テ
ロ
の
標
的
と
し

て
名
指
し
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
テ

ロ
の
脅
威
と
は
、
決
し
て
無
縁
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
私
た
ち
の
町
に
テ
ロ
リ
ス
ト

を
入
れ
な
い
」、「
私
た
ち
の
町
で

テ
ロ
を
起
こ
さ
せ
な
い
」た
め
に
、

不
審
な
人
や
車
、
荷
物
な
ど
、「
あ

や
し
い
な
。
お
か
し
い
な
。」
と

思
っ
た
ら
、
ど
ん
な
情
報
で
も
結

構
で
す
の
で
、
白
浜
警
察
署
、
最

寄
り
の
交
番
、
駐
在
所
ま
で
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
白
浜
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
１
０
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◇
９
月
８
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
川
添
山
村
活
性
化
支
援

セ
ン
タ
ー

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
９
月
８
日
（
木
）

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

   

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

   

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
９
月
16
日
（
金
）

・
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

   

会
場
…
中
央
公
民
館

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課　

☎
２
６
ー
７
９
４
７

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
９
月
12
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
日
置
川
地
区
】

◇
９
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
川
添
山
村
活
性
化
支
援

セ
ン
タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

【
白
浜
地
区
】

◇
９
月
12
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◇
９
月
26
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

会
場
…
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

【
日
置
川
地
区
】

障
が
い
児
・
者
相
談
支
援
窓
口

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族

の
方
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
送
る
た
め
に
、
日
常
生
活
や
社

会
生
活
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
た
り
、情
報
提
供
を
行
い
、

暮
ら
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

◆
相
談
日
お
よ
び
相
談
員（
予
定
）

◇
９
月
７
日
（
水
）

　

や
お
き
福
祉
会
・
コ
ス
モ
ス
福
祉
会

◇
９
月
14
日
（
水
）

　

ふ
た
ば
福
祉
会
・
や
お
き
福
祉
会

◇
９
月
21
日
（
水
）

　

コ
ス
モ
ス
福
祉
会
・
ふ
た
ば
福
祉
会

◇
９
月
28
日
（
水
）

　

ふ
た
ば
福
祉
会
・
コ
ス
モ
ス
福
祉
会

◆
場
所

　

元
白
浜
町
教
育
委
員
会
事
務
所

◆
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◆
相
談
日
の
電
話
番
号

　

☎
４
３
ー
５
６
６
６

　
（
相
談
日
以
外
は
役
場
民
生
課

福
祉
係
へ
転
送
さ
れ
ま
す
）

※
相
談
内
容
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２

税
関
で
は
お
預
か
り
し
て
い
る

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す

・
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の

税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
通
貨
・
証
券
な
ど

・
外
地
の
総
領
事
館
や
日
本
人
自

治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
心
当
た
り
の
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
本
人
だ
け
で
な
く
ご
家
族
の

方
も
問
い
合
わ
せ
や
返
還
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
大
阪
税
関
和
歌
山
税
関
支
署

☎
０
７
３
ー
４
２
８
ー
３
８
８
２

平
成
24
年
度
和
歌
山
県
農
業
大

学
校
（
専
修
学
校
）
学
生
募
集

　

和
歌
山
県
に
お
け
る
次
代
の
農

業
・
農
村
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い

広
い
視
野
と
専
門
的
知
識
、
技
術

な
ら
び
に
経
営
能
力
を
持
っ
た
農

業
後
継
者
お
よ
び
農
村
地
域
に
お

け
る
中
核
的
指
導
者
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
人
員　

40
人

◆
受
験
資
格

・
推
薦
入
試

　

原
則
と
し
て
県
内
に
住
所
を
有

し
、
平
成
24
年
３
月
に
高
等
学
校

等
を
卒
業
見
込
み
の
者

・
一
般
入
試

　

原
則
と
し
て
県
内
に
住
所
を
有

し
、
高
等
学
校
等
卒
業
ま
た
は
平

成
24
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
者

◆
願
書
受
付
期
間

・
推
薦
入
試

　

10
月
19
日（
水
）～
11
月
２
日（
水
）

・
一
般
入
試
（
１
次
）

　

12
月
１
日
（
木
）
～
15
日
（
木
）

・
一
般
入
試
（
２
次
）

　

平
成
24
年
２
月
27
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

３
月
12
日（
月
）

◆
試
験
日

・
推
薦
入
試

　

11
月
９
日
（
水
）
午
前
10
時
～

・
一
般
入
試
（
１
次
）

　

12
月
20
日
（
火
）
午
前
10
時
～

・
一
般
入
試
（
２
次
）

　

平
成
24
年
３
月
15
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～

※
一
般
入
試
２
次
試
験
に
つ
い
て
は
、

１
次
募
集
で
定
員
を
満
た
し
た
場
合
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

問
和
歌
山
県
農
業
大
学
校

☎
０
７
３
６
ー
２
２
ー
２
２
０
３

お知らせ INFORMATION
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湯のまちしらはまおどり

　８月１日、「湯のまちしらはまおどり」が、町内の各種
女性団体が中心となり開催されました。
　丸公園から、しらら・はまゆう公園まで路上おどりが行
われ、その後は、やぐらを囲んで白浜音頭や椿音頭、炭坑
節を楽しみました。
　また、休憩中には、日置川地域で親しまれている日置川
小唄が会場に流れました。
　抽選会もあり、地元の方だけでなく観光客も参加するな
ど、多くの参加者でにぎわいました。

はまぼう遊歩道完成記念「はまぼう祭」

　７月２４日、はまぼう祭が富田地区で開催されました。
　はまぼうは、今日咲いている花は明日にはしぼんでしまう一日花です。
　準絶滅危惧種のはまぼう群生地が富田河口地域にあり、８年前から保護
に取り組んできました。そして、住民と富田区環境保全向上活動組織の手
作業で、群生地内を散策するための４００ｍの遊歩道が完成しました。今
回のはまぼう祭は、その完成記念と
して開催されたものです。
　祭の当日は、富田河口地域の名勝
絶景めぐりや、富田の地域産品の販
売、また、地元の方々による演奏や
歌の披露があり、多くの来場者が楽
しんでいました。

職場体験学習

　８月２日から８月４日までの３日間、富田中学校の生徒１０人と
周参見中学校の生徒３人が職場体験学習として消防本部を訪問しま
した。
　資器材の取り扱いなどを
教わったほか、消防本部で
日ごろ行われている放水や
綱渡り等の訓練も体験する
ことができ、生徒の皆さん
にとって貴重な体験となり
ました。



�　広報しらはま９月号

　拝啓、町民の皆さまにおかれましてはご健勝のこ
とと心からお慶び申し上げます。
　蝉

せみ

時
し ぐ れ

雨の夏から虫の音の秋にと季節は移りまし
た。季節の移りにはいつも世の無常を感じます。
　青田だった田園が黄金色の稲穂に変わり、農家の
方々がご苦労された成果の風景が車窓に映ります。
栗や柿もたわわに実り、味覚の秋を感じる日々にな
りました。
　しかし、実りの秋を迎えるなかで、車座集会で町
民の皆さま方から寄せられた鳥獣被害の問題を考え
ずにはいられません。精魂込めて汗水流して一生懸
命に作られた農作物が鹿や猪や猿に食べられてしま
う。せっかくの収穫期を迎えたのに目の当たりから
作物が消えていく。本当に農家の方々の気持ちを思
うと、挫折感にも似た無力感を感じざるをえません。
　地球環境の変わりつつあるなか、農村の人口ある
いは狩猟者の人口が減少するなか、動物たちは田畑
を闊

かっ　ぽ

歩するようになりました。私どもは有害鳥獣と

呼ばれる動物たちと闘わなければなりません。農産
物は私どもが生きるためにはなくてはならない産物
です。最も大切にしなければならない品物です。私
どもの生きる糧を失わないように考えていかなけれ
ばならない深刻な問題だと思います。
　先般、県への町村要望をお願いに行った時、県知
事さんも有害鳥獣被害の取り組みに力を入れると
おっしゃってくださいました。国や県の政策に沿っ
て町も鳥獣被害から農作物を守るために取り組みを
進めて行かなければならないと思う次第です。
　農家の皆さま方におかれましては大変なご苦労を
されていらっしゃることと存じますが、町民の皆さ
んの叡

えい

智
ち

をお借りしてこの問題に取り組んでいきた
いと思いますので、鳥獣被害についてのご提言をお
寄せくださればありがたいです。
　季節柄お風邪など召さないようにご自愛くださ
い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　　　　　実りの秋を鳥獣被害から守るために

VOL．１3

町 長 だ よ り町 長 だ よ り

白浜町長　水本　雄三

友好都市・大韓民国果
クヮチョン

川市代表団来町

　友好都市・大韓民国果川市の代表団８人（代表：慎
シン

住民生
活支援室長）が、８月９日から１１日の日程で来町しました。
　これは、交流事業の一環として、白浜町が８月１０日の
白浜花火大会に果川市代表団を招聘したものです。

　９日に白浜町到着後、白浜町長を表敬訪問し懇
談したのち、夜は町内のホテルで民間団体も含め
約８０人が参加して歓迎会を開催、果川市一行を
交えて白浜音頭を踊るなど、友好を深めました。
　１０日は、町内施設の視察や今後の交流事業に
ついて実務協議を行い、夜には白浜花火大会を楽
しみました。
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健
康
だ
よ
り　

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
４
３
ー
０
１
７
８
）

　

食
中
毒
は
、
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
の
３
カ
月
間
に
最
も
多
く
み
ら

れ
、
毎
日
の
食
事
に
発
生
す
る
危
険
性
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
、

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
食
品
の
購
入

・
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食

品
は
新
鮮
な
物
を
購
入
す
る
。（
期

限
表
示
も
確
認
）

・
肉
や
魚
な
ど
は
汁
が
漏
れ
な
い

よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
そ
れ
ぞ
れ

入
れ
て
持
ち
帰
る
。

・
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品
の

購
入
は
買
い
物
の
最
後
に
し
、
す

ぐ
に
持
ち
帰
る
。

②
食
品
の
保
存

・
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
、

す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
。

・
冷
蔵
庫
内
の
温
度
が
上
が
る
と

菌
の
増
殖
が
始
ま
る
の
で
、
冷
蔵

庫
や
冷
凍
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
注
意

す
る
。（
目
安
は
７
割
程
度
）

・
肉
や
魚
な
ど
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

容
器
に
入
れ
て
、
他
の
食
材
に
汁

が
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
調
理

・
調
理
前
や
、
生
の
肉
、
魚
、
卵

を
取
り
扱
っ
た
後
に

は
よ
く
手
を
洗
う
。

・
生
の
肉
や
魚
を
切
っ
た
後
の
ま

な
板
、
包
丁
な
ど
の
調
理
器
具
は

こ
ま
め
に
洗
う
。

・
ま
な
板
や
包
丁
は
食
材
ご
と
に

使
い
分
け
る
と
安
全
。

・
食
品
は
中
心
部
ま
で
よ
く
火
を

通
す
。（
75
℃
で
１
分
間
以
上
）

④
食
事

・
食
事
の
前
に
よ
く
手
を
洗
う
。

・
調
理
し
た
後
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
食
べ
る
。

・
残
っ
た
食
品
は
、
少
し
で
も
怪

し
い
と
思
っ
た
ら
食
べ
な
い
。
ま

た
、
作
っ
て
か
ら
時
間
が
経
ち
過

ぎ
て
い
る
場
合
も
思
い
切
っ
て
捨

て
る
。

⑤
片
付
け

・
調
理
器
具
や
食
器
な
ど
は
で
き

る
だ
け
早
く
洗
い
、
調
理
台
や
三

角
コ
ー
ナ
ー
、
シ
ン
ク
な
ど
も
洗

浄
し
て
キ
ッ
チ
ン
を
清
潔
に
保

つ
。

・
ま
な
板
、
包
丁
な
ど
の
調
理
器

具
や
食
器
、
ふ
き
ん
、
た
わ
し
、

ス
ポ
ン
ジ
な
ど
は
、
使
っ
た
後
す

ぐ
に
洗
う
。
漂
白
剤
に
一
晩
つ
け

こ
ん
だ
り
、
ま
な
板
、
包
丁
、
食

器
な
ど
は
熱
湯
を
か
け

た
り
す
る
と
消
毒
効
果

が
あ
る
。

・
残
り
も
の
、
作
り
置
き
の
も
の

は
、
必
ず
冷
蔵
ま
た
は
冷
凍
保
存

し
、
食
べ
る
と
き
に
は
十
分
に
加

熱
す
る
。

★
食
中
毒
は
、
簡
単
な
予
防
方
法

を
き
ち
ん
と
守
れ
ば
予
防
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
お
腹
が
痛
く
な
っ

た
り
、
下
痢
を
し
た
り
、
気
持
ち

が
悪
く
な
っ
た
時
に
は
、
症
状
が

重
く
な
る
前
に
早

め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

食 
中 
毒 

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
!!
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

９月６日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ３歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 1・2 月生

９月８日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 22 年 1・2 月生

９月２０日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 22 年 10 月生

９月２２日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 23 年 5 月生

予防接種

９月１３日（火） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館

 三種混合予防接種９月１４日（水） 13：00 ～ 13：20  日置川拠点公民館

９月１５日（木） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館

９月２６日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
９月５日（月）

  ※次回１０月３日
9：00 ～ 12：00  中央保健センター

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々
 の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問
 い合わせください。

生きがい広場
毎週月曜日

 ※１９日は２０日に変更
 13：00 ～ 15：00  美之浦保健センター

 血圧測定のほか、囲碁将棋など、お気軽
 にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日  13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

子育て支援室 ９月７日（水）  10：30 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など、保健師が応じ
 ますのでお気軽にお越しください。

胸部検診

９月２７日（火）
９月２８日（水）
９月２９日（木）
９月３０日（金）

 胸部レントゲン検診車が白浜地域の各地区を巡回します。
 対象は１９歳以上の方で、詳しい日時等については、新聞折り込みでお知らせします。
 （６５歳以上の方には個人通知）この機会にぜひ受診されますようおすすめします。

献血 ９月１２日（月）
9：30 ～ 11：30
13：00 ～ 15：00
15：30 ～ 17：00

 役場富田事務所前
 エクシブ白浜本館駐車場
 白浜空港駐車場

 皆さまのご協力をよろしくお願いします。

９
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikigawa@shirahama-syakyo.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　info@shirahama-syakyo.jp

　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　  http://www.shirahama-syakyo.jp/ 

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
会
長　

石い
し
だ田　

武た
け
お夫

　

役 

員 

紹 

介

　

こ
の
た
び
、
８
月
１
日
よ
り
、
本
会
役
員

の
改
選
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
25
年
７
月
31

日
ま
で
の
２
年
間
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
間
、
住
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
と

し
て
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
、一
同
、

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

会　

長　
　
　

石い
し　

田だ　

武た
け　

夫お

　
　

副
会
長　
　
　

寺て
ら　

岡お
か　

浩ひ
ろ　

義よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　

中な
か　

本も
と　

　
　

進
す
す
む

　
　

理　

事　
　
　

植う
え　

杉す
ぎ　

　
　

滋
し
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

田た　

井い　

た
づ
子こ

　
　
　
　
　
　
　
　

脇わ
き　

本も
と　

敏と
し　

功の
り

　
　
　
　
　
　
　
　

田た　

谷や　

健け
ん　

司じ

　
　
　
　
　
　
　
　

宇う　

惠え　

康や
す　

子こ

　
　
　
　
　
　
　
　

田た　

井い　
　
　

勇
い
さ
む

　
　
　
　
　
　
　
　

保ほ　

富と
み　
　
　

學
さ
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴す
ず　

木き　

泰や
す　

明あ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

川か
わ　

口ぐ
ち　

祥さ
ち　

子こ

　
　
　
　
　
　
　
　

北き
た　

野の　

之ゆ
き　

宏ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　

坂さ
か　

本も
と　

康こ
う　

二じ

　
　
　
　
　
　
　
　

藤ふ
じ　

藪や
ぶ　

庸よ
う　

一い
ち

　
　

監　

事　
　
　

國く
に　

本も
と　

　
　

徹
と
お
る

　
　
　
　
　
　
　
　

安や
す　

田だ　

延の
ぶ　

男お

　

皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
８
月
１
日
よ
り
、
白
浜
町
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
石
田
武
夫
と
申
し
ま
す
。平
素
は
、

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
会
は
、「
と
も
に
生
き　

と
も
に
支
え

合
う　

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

と
し
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
に
す
る
た
め

に
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
事
業
や
小
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

現
在
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
取
り
巻
く

生
活
課
題
は
多
様
化
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
生
活
課
題
を
抱
え
て
い
る
方
々
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
生
活
す
る
こ
と

は
、
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
白
浜

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
行
政
関
係
機
関
や
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
、
自
治
連
絡
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体

と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
で
き
る

だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま

と
の
学
習
、
交
流
の
機
会
を
増
や
す
と
と
も

に
、
白
浜
町
教
育
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
る

福
祉
教
育
の
推
進
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
は
、
住
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
、
初
め
て
成
り
立

つ
も
の
で
す
。
今
後
も
住
民
の
皆
さ
ま
、
福

祉
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
行
政
関

係
機
関
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

地
域
福
祉
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

～
「
互
い
立
て
合
い
助
け
合
い
」
で
「
新
た
な
支
え
合
い
の
地
域
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
～



1�　広報しらはま９月号

※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

9/5 司法書士 本部事務所

9/12 人　　権 本部事務所

9/20 弁 護 士 青少年研修センター

9/26 多重債務 青少年研修センター

10/3 司法書士 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1 人約 15 分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

9/2 弁 護 士 高齢者生活福祉センター

9/7 一　　般 み　ま　い　荘

9/14 一　　般 高齢者生活福祉センター 

9/21 人　　権 川添山村活性化支援センター

9/27 一　　般 み　ま　い　荘

10/7 弁 護 士 み　ま　い　荘

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13 時 30 分から 16 時
　　　　　　　　( 当日受付は 15 時まで )

◎多重債務相談も受け付けています。

テーマ 開催日 担当講師

 話し相手ボランティア講座 - ① ( 全２回 ) 10 月 18 日 ( 火 )  和歌山県社会福祉士会　会長　崎
さ き や ま け ん じ

山賢士氏

 話し相手ボランティア講座 - ② ( 全２回 ) 10 月 27 日 ( 木 )  和歌山県社会福祉士会　会長　崎
さ き や ま け ん じ

山賢士氏

 介護者のメンタルケアについて 11 月 15 日 ( 火 )  白浜はまゆう病院　臨床心理士　森
も り ぐ ち こ う じ

口浩二氏

 認知症とはどのような病気か、その予防とは 12 月 10 日 ( 土 )  中北クリニック　院長　中
な か き た か ず お

北和夫氏

 障がい者の移動支援について    1 月 17 日 ( 火 )  白浜町社会福祉協議会指定訪問介護事業所　管理者　日
ひむかいちあき

向千明氏

 手話の基礎講座（入門コース）- ① ( 全２回 ) 未　　定  西牟婁振興局健康福祉部　手話通訳士　竹
た け な か よ し こ

中美子氏

 手話の基礎講座（入門コース）- ② ( 全２回 ) 未　　定  西牟婁振興局健康福祉部　手話通訳士　竹
た け な か よ し こ

中美子氏

　地域のボランティア、民生委員、福祉委員、医療・介護
関連職種の皆さま等、どなたでもご参加いただけます。下
記スケジュール表の中で、興味のあるテーマがありました
ら、ぜひご参加ください。

　　 【開催時間】午後１時３０分～午後３時
　　 【会　　場】白浜町社会福祉協議会本部事務所
　　   　　　　　２階大会議室
　　 【申し込み】本会事務局までご連絡ください

詳細についてのお問い合わせも、お気軽にご連絡ください。
皆さまのご参加をお待ちしています。

災害時コミュニティリーダー養成研修会

白浜町ボランティアセンター分野別セミナー

　災害時に素早く情報を入手する方法の１つとして、携帯
電話の活用があります。このたび、災害時に役立つ携帯電
話の使用方法について、NTT docomo 様の協力により、研
修会を開催することとなりました。皆さま、ご参加ください。
　　日　時　９月２８日（水）午前１０時～１１時
　　会　場　白浜会館（阪田）
　　講　義　緊急速報エリアメールと災害用伝言板について
　　講　師　NTT  docomo
　　参加費　無料
※参加については、本会事務局までご連絡ください。

2011 年度　白浜町社会福祉協議会分野別セミナー年間スケジュール

※開催日、担当講師は、都合により変更となる場合があります。本会ホームページにてご確認ください。

【活動の様子 (6 月 12 日 )】

元
の
方
か
ら
「
日

本
人
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
。
こ
ん

な
に
大
勢
で
助
け

に
き
て
く
れ
て
。」

と
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

 

寄
付
者
ご
芳
名

　
　

　
　

堅　

田　
　
　

原は
ら　

　

香か
す
み澄　

　

 

様

　
　
　

栄　
　
　
　

田た
　
が
み上　

恵え

み

こ
美
子　

 

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
23
年
７
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
運
行
報
告

　

６
月
と
７
月
の
２
回
に
わ
た
り
、田
辺
市
・

上
富
田
町
・
す
さ
み
町
・
白
浜
町
の
４
つ
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
合
同
で
宮
城
県
亘
理
郡

亘
理
町
に
「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
活

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」を
運
行
し
ま
し
た
。

　

１
回
目
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
39
人
と

ス
タ
ッ
フ
７
人
、
２
回
目
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
19
人
と
ス
タ
ッ
フ
４
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
活
動
は
１
回
の
運
行
に
２
日
間
行
い
、

家
の
泥
出
し
、
家
具
や
家
財
道
具
の
運
び
出

し
や
側
溝
の
掃
除
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
地



広報しらはま９月号　 1�

白
浜
老
人
大
学
７
月
例
会
開
催

粘 

菌 

教 

室 

開 

催

中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
書
こ
う
会
】

 『
堅
田
の
天
狗
』（
場
所　

白
浜
地
区　

堅
田
櫛
ケ
峰
）

　

昔
堅
田
の
櫛
ケ
峰
の
谷
に
天
狗

が
出
て
、
村
人
が
困
っ
て
い
る
と

い
う
噂
が
た
っ
た
。

　

そ
れ
を
聞
い
た
紀
州
藩
の
武
士

で
、
気
の
強
い
間ま

宮み
や

一い
っ

八ぱ
ち

と
い
う

鉄
砲
の
名
人
が
、
天
狗
の
姿
を
見

届
け
よ
う
と
夕
方
か
ら
谷
へ
行
き
、

大
き
な
松
の
木
の
下
で
焚
火
を
し

て
い
た
。

　

真
夜
中
に
な
る
と
松
の
上
か
ら

「
ま
き
を
や
ろ
う
か
」
と
い
う
声
が

し
た
。

　
「
お
う
貰
お
う
か
」

　

一
八
が
答
え
る
と
、
女
の
生
首

が
落
ち
て
き
た
。
一
八
は
少
し
も

お
ど
ろ
か
ず
、
生
首
を
焚
火
の
中

に
投
げ
込
む
と
、
首
は
火
の
中
で
、

ニ
タ
リ
ニ
タ
リ
と
笑
っ
た
。

　
「
ま
だ
や
る
ぞ
」

　

又
声
が
し
て
、
今
度
は
坊
さ
ん

の
生
首
が
落
ち
て
き
た
。

　
「
ま
だ
や
ろ
う
か
」

　

更
に
声
が
し
た
の
で
、「
今
度
は

こ
っ
ち
か
や
る
ぞ
」
と
一
八
は
い

う
が
早
い
か
ズ
ド
ー
ン
と
鉄
砲
を

ぶ
っ
放
し
た
。

　

た
し
か
に
手
応
え
は
あ
っ
た
の

だ
が
、
何
も
落
ち
て
こ
な
か
っ
た
。

　

数
日
後
、
一
八
は
崎
の
湯
の
温

泉
へ
行
っ
た
。
一
八
よ
り
先
に
坊

さ
ん
が
一
人
湯
に
つ
か
っ
て
い
た
。

　

二
人
は
い
ろ
い
ろ
と
世
間
話
を

し
て
い
た
が
、
や
が
て
坊
さ
ん
が
、

「
私
は
大
和
の
大お

お

峰み
ね

山や
ま

の
天
狗
だ

が
、
こ
の
間
間
宮
一
八
と
い
う
男

の
翼
を
撃
た
れ
た
の
で
、
そ
の
傷

を
治
し
に
来
た
」
と
言
っ
た
の
で

さ
す
が
の
一
八
も
驚
い
て
、
慌
て

て
逃
げ
か
え
っ
た
。（
Ｉ
・
Ｅ
）

※
８
月
号
掲
載
の
『
七
人
塚
』
の

場
所
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、「
日
置
地
区
市
鹿
野
」
に
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

７
月
３
日
、
白
浜
町
臨
海
の
南

方
熊
楠
記
念
館
に
て
粘
菌
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
21
人
が
参
加
し
、
番
所

山
園
内
で
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
で
落
葉

を
裏
返
し
ル
ー
ペ
で
じ
っ
く
り
確

認
し
な
が
ら
採
取
し
始
め
る
と
、

夢
中
に
な
り
あ
っ
と
い
う
間
に
予

定
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
館
に
戻
り
、
採

取
し
た
粘
菌
の
種
類
を
調
べ
、
標

本
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
胞
子
を
作

る
前
の
状
態
（
ア
メ
ー
バ
状
）
の

変
形
体
を
見
つ
け
た
方
も
い
ま
し

た
。
顕
微
鏡
で
自
分
が
採
取
し
た

不
思
議
な
生
物
を
じ
っ
く
り
と
観

察
し
た
り
、図
鑑
で
調
べ
た
り
と
、

と
て
も
楽
し
い
粘
菌
教
室
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
夏
バ
テ
を
乗
り
切

ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
管
理
栄
養

士
の
大お

お

更ふ
け

元も
と

子こ

先
生
に
大
切
な
水

分
補
給
な
ど
の
講
義
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
で
で
き
る

体
調
管
理
方
法
や
、
こ
ま
め
に
水

分
補
給
を
す
る
必
要
性
の
指
導
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
手
作
り

の
梅
ゼ
リ
ー
を
全
員
で
食
べ
、
最

後
に
、
外
出
す
る
際
に
は
必
ず
水

や
お
茶
を
持
参
す
る
よ
う
に
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

♪
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
ご
紹
介
♪

　

今
回
ご
紹
介
す
る
サ
ー
ク
ル

は
、
日
本
画
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

湯ゆ

川か
わ

幸さ
ち

峯ほ
う

先
生
に
ご
指
導
い
た

だ
き
、
毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
開
催
予
定
の
「
し
ら
は

ま
文
化
と
福
祉
の
集
い
」
で
の
作

品
展
示
に
向
け
、
熱
心
に
作
品
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

南
白
浜
小
学
校
か
ら
い
た
だ
い

た
ト
レ
ニ
ア
の
花
が
咲
き
、
公
民

館
を
訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。残
っ
た
花
の
苗
は
、

公
民
館
を
訪
れ
た
方
々
に
お
持
ち

帰
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆

さ
ん
、
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日
置
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～
７
月
活
動
報
告
～

日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

　
下記の日程で、平成２３年度防火管理新規講習会および防火管理再講習会を開催します。

・講   習   日   時　　【新規講習】１０月３日 ( 月 )、４日 ( 火 ) の２日間　【再講習】９月３０日 ( 金 )
・講   習   場   所　　白浜町消防本部２階講堂
・受   講   費   用　　【新規講習】３，１００円 ( テキスト代 )　【再講習】１，３００円 ( テキスト代 )
・申   込   期   間　　８月１日 ( 月 ) ～９月２日 ( 金 )　午前８時３０分～午後５時１５分　※土日除く
　　　　　　　　　（各講習定員３０人になり次第締め切り）

・申   込   方   法　　所定の申込書に必要事項を記載し、写真貼付のうえ各消防署にお申し込み下さい。
　　　　　　( 実施案内および申込書は白浜町ホームページからダウンロードするか、最寄りの消防署まで )

※防火管理資格とは？

　　ホテルや共同住宅などで一定以上の収容人員があるところには防火管理者が必要です。

　その防火管理者には防火管理資格が必要となります。再講習は収容人員が３００人以上の特定防火対象物

　施設の防火管理者が対象となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問白浜町消防本部（予防係）　☎４３－１１１９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日置川消防署　☎５２－３０１６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すさみ消防署　☎５５－２２３７

公 営 住 宅 入 居 募 集

◆入居可能日　１０月中旬　　　◆募集期間　　９月１日（木）～１６日（金）
◆抽選日　　　９月２６日（月）　一般向住宅　午前９時～
※入居時には敷金が必要です。　　※家賃のほかに共益費が必要です。
■お申し込み・お問い合わせ　役場建設課都市計画係（☎４３－６５８９）
　　　　　　　　　　　　　　役場日置川事務所産業建設係（☎５２－２３０２）

【一般向住宅募集内容】

団地名 建設年度 住　　所 募集 構　造
戸数 間取り・面積

玉伝団地 平成５年度  白浜町玉伝２９番地の１ １戸
木造２階建

３ＤＫ・７４．９㎡

市鹿野団地 平成１５年度  白浜町市鹿野１１０８番地 １戸
木造２階建

３ＤＫ・８０．１㎡

安宅団地 昭和５４年度  白浜町安宅４６１番地の４ １戸
簡易耐火２階建

３ＤＫ・８０．１㎡

安宅団地 昭和５５年度  白浜町安宅４０９番地の５ １戸
簡易耐火２階建

３ＤＫ・７４．９㎡

日置分館９月・１０月の行事案内
　

９月　先人の偉大な足跡を辿ってみませんか！

１０月　大河ドラマ「江」のふるさと、長浜を訪ねてみませんか！

 ■申込み先…日置川拠点公民館（☎５２ー２６６０) に電話または来館にて

 ■対  象  者…日置地区 ( 市江～矢田 ) までの日置分館管内にお住まいの方

　　　　第４回わが町探訪シリーズ
　　　　 ～日置川人物伝めぐり～

◆日　　時　９月１１日（日） 午後１時～
◆行　　程　久木 → 神宮寺 → 安居 → 田野井 → 安宅
◆案  内  人　白浜町文化財保護審議会委員上

うえ

野
の

宏
ひろし

氏 ( 笠甫 )
◆集合場所　日置川拠点公民館前
◆定　　員　３５人
◆受付期間　９月５日（月） ～８日（木）＊定員になり次第締め切り

※詳しくは、９月３日の新聞折込案内チラシをご覧ください。

　　　　　　　　社会見学

◆日　　時　１０月２日（日）　※雨天決行
◆行  き  先　滋賀県長浜市
　　　　　　（江のふるさと館・江のドラマ館・黒壁スクエア散策）

◆参  加  費　３, ０００円
◆定　　員　８０人
◆受付期間　９月９日（金）～１６日（金）＊定員になり次第締め切り

※詳しくは、９月６日の新聞折込案内チラシをご覧ください。

　

町
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日
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。

　

日
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師
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シ
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。

　

個
人
の
体
力
に
合
わ
せ
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安
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に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ス
テ
ッ
プ
を
行

う
事
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よ
り
、
最
大
限
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効
果
が
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待
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
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で
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つ
ま
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も
健
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で
い
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れ
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く
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大
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評
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し
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。

　

町
営
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中
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放
し
ま
し
た

★★
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★富田中学校からの職場体験学習受け入れ★

　この職場体験学習は、文部科学省の「キャリア教育実

践プロジェクト」に基づき実施されているもので、児童

館では、７月２６日から２８日までの３日間、富田中学

校２年生の男子４人の体験学習を受け入れました。

　体験してもらった内

容は、児童館周辺の花

壇などの整備・遊び道

具の整理・自然観察教

室の下見（平草原公園）、

家族農園（富田橋下）

での台風被害の片付けなどです。暑いなか、屋外での作

業も多くなりましたが、一生懸命がんばってくれました。

　短い間の体験ではありましたが、このような体験を今

後に役立てていってほしいと思います。

★自然観察教室★

　私たちのまわりには、たくさんの自然があり、季節に

よっていろいろな顔を見ることができます。そんな自然

を見つけようと、自然観察教室を開催します。

　第１回は７月３０日に「夏の虫や草花を観察しよう」

をテーマに平草原の中を探検しました。

　探険中、見たことのない虫や植物を見つけると「先生、

これ何？」と、熱心に話を聞いていました。

　そしてみんなが一番楽しみにしていたのが、カブトム

シ・クワガタとり！！一生懸命探して、やっと見つけ

たときには、嬉しそうに目を輝かせながら「見つけた

よー！」と声をあげて

喜んでいました。

　今年は、たくさんの

カブトムシを見つける

ことができ、みんな大

満足でした。

　２学期が始まりました。

　夏休みにたっぷり図書館で遊んだ（？）子

どもたちは元気いっぱい。

　「本を読む」ということは『生きる力』を養います。

それは大人になっても持続できる力です。

　運動会や絵画展などで忙しい時ですが、子どもたちが

いつでも“本の世界”に帰れるよう、一声かけてあげて

ください。

　「ちょっと図書館でも行ってきたら？」と。

　本館と富田分室の本棚、机と椅子の一部が新しいもの
になり、背が高かった本棚も本が取りやすい高さになり

ます。その作業のため、下記の日程で休館

（室）しますので、他の分室をご利用いた

だきますようお願いします。

　ぜひ、休み明けにお越しください。

　　■富田分室　９月７日（水）～１１日（日）
　　■本　　館　９月１４日（水）～１８日（日）
　　　（“ おはなし玉手箱 ” もお休みです。）

☆おはなし玉手箱
　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　９月３日・１０日・１７日・２４日
　（１０日は本館のみ、１７日は富田分室のみです。）
☆しらはま子どもの本の会 
　９月１５日（木）
　午前１０時～　 本 館
　テキスト　“ 佐藤忠良 ” の絵本
　＊テキストは本館においてあります。

９月の行事

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！
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【白浜町平　在住】

 亀
かめ

井
い

　一
いっ

汰
た

 くん       （平成２１年１０月１３日生）

　　　　
（パパ・ママ メッセージ）

　　　いつも笑顔の、優しい人に育ってくださいねっ☆

　　　　　　　　　　　　父　康
やす

仙
のり

さん・母　尚
なお

子
こ

さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）

わがやのスター
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１
６
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地

http://www.town.shirahama.wakayama.jp

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

平成２４年度開園

■募集規定

　採用作品に関する一切の権限は白浜町に帰属し

ます。

■募集期間

　９月１日（木）～３０日（金）
※郵便で応募の場合は当日消印有効です。

■応募方法

　①名称（読み方）②名称の説明・理由など③氏

名（ふりがな）④年齢⑤住所⑥電話番号⑦勤務

先・学校名（学年）を記入した応募用紙を下記の

回収箱設置場所へ投函もしくは郵送でご応募くだ

さい。
※回収箱は、白浜町立幼稚園・保育園、白浜町役場、富

田事務所、児童館、日置川事務所、安居出張所、市鹿野

出張所、中央保健センター、農業研修会館、中央公民館

の各窓口に設置。（下記の応募用紙をご使用ください）

■選考方法

　選考委員会で審査し決定します。

■賞品

　採用者には記念品を贈呈します。
※同名の応募があった場合は、抽選で１名様とさせてい

ただきます。

■個人情報

　ご応募いただいた方の個人情報は、今回の名称

募集に係る用途以外に使用しません。

■採用名称の発表

　決定次第、白浜町のホームページと広報しらは

まで発表します。

■申し込み・問い合わせ先

　〒６４９－２２１１

　和歌山県西牟婁郡白浜町１６００番地

　役場民生課幼児対策室

　☎４３－６５９４

富田幼稚園・しらとり保育園合同施設名

募集！！

名称 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼児園　　（例　○○幼児園）

説明・理由

氏名 年齢 　　　才 住所

電話番号 勤務先・学校名（学年）

富田幼稚園・しらとり保育園合同施設名　応募用紙


